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1　はじめに
　多剤併用による化学療法，感染防止対策の発達により，
最近白血平等悪性血液疾患は単に，寛解率の向上だけで
なく寛解期間の延長生存期間への延長へと進歩してきて
いる。
　それに伴い，寛解が成功し退院後の維持療法家庭生活
が重要な位置を占めるようになってきているのではない
かと思う。
　患者によっては，ステロイドを自分勝手に調節して服
用している人や，出血し何度も救急車で運ばれてくる人
等よく耳にするのが現状である。
　退院後の患者指導が徹底されていればこのようなこと
も減少し，少しでも延命の方向へと役立つのではないか
と思い，退院指導パンフレットを考案，実施してみた。
ここにそれを発表する。
皿　経過
　まず，現状把握より入っていくことにした。
①過去の血液疾患患者の退院指導の文献研究
②医師の退院指導に対する意識調査
③患者の退院指導に対する意識調査
　①に関して，血液疾患患者の文献は見当たらなかった。
②に関して，退院時に，ステロイド抗癌剤等の内服薬に
ついて，次回の来院日，安静を守る事等の説明をしてい
る程度であり，あまり積極的でない様子。（医師5人よ
り）
③に関して，再入院患者と退院予定患者の意見を聞く。
・内服薬の副作用について説明をうけてなかったので症
　状が現われた時は驚いた。
。どの程度の安静が必要なのか不明瞭である。
・感染に対しての不安。
o歯の治療等どの程度までして良いか。
　以上のことにより，患者はさまざまな不安を抱いてい
　　　　　　　　　　　　ノるにもかかわらず通り一辺の説明しか受けていないのが
現状であった。これにより退院指導の必要性を痛感し着
眼点も見えてきたため，これを参考にパンフレット作成
にとりかかる。
　スタッフ各自にパンフレットを作成してもらい，それ
を土台に話し合いながらまとめ，実施の後，修正，再度
実施という形態をとった。（パンフレット参照）
〔1〕外来通院について　　　次回の来院日をあらかじめ
主治医に確認し記入しておく。保険証が必要な事，担当
医以外の日でも具合の悪い時は受診可能な事を入れた。
〔2〕　内服薬について　　　ステロイド抗癌剤等は，確実
に服用されるよう時間をずらしてでも内服することを入
れる。また，解熱平等により，白血球血小板の減少をき
たすこともあるので売薬は禁止とする。副作用に関して
はある程度，ムーンフェイス，胃潰瘍等入れた方が良い
のではという案もあったが，医師によっては，説明を細
かくしていない場合もあること，不安をつのらせ内服を
しなくなる恐れがある等のことにより，この項において
は除き他に組み入れることにする。
〔3〕安静について一一適度な安静の保持を目標に，仕
事開始時の注意，特に仕事によっては配置転換を考慮し
てもらう等の意見を入れた。主婦の家事について，個別
的にという意見もあったが，環境その他に関連が強い為
最後の”先生より“というコーナーに入れることにした。
〔4〕感染を防ぐためには　　　薬物療法により，白血球
の減少がみられ感染しやすくなると共に感染による死亡
が高いことも念頭に特に重要視した。
①入浴の件においては，可否に分けそれぞれ注意点をあ
げ，○○さんの場合という欄を設け，1週間目はシャワ
ーのみというように順を追えるようにした。
②血液疾患にとって，上気道感染，口内炎，歯肉出血等，
大敵となる為特に口腔内の清潔には力を入れて説明する
ようにした。口腔外科の医師より小さくて柔かな幼児用
の歯ブラシが歯肉を痛めず隅々まで磨けて良いというこ
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とを聞きつけ加えた。
③肛門よりの感染，出血も見逃せない為排泄後の清拭，
痔核のある場合の坐浴，消毒綿の紹介等入れた。
〔5〕食事と排泄一バランスのとれた食生活を目標に，
造血に関与する肝臓に負担をかける物や糖分の取りすぎ
に注意する。肝機能障害，ステロイド性糖尿病を併発し
治療食を摂取している人等は，必要に応じ栄養指導を行
い援助していく。又，便秘防止の為に，排便習慣の励行
をする。
〔6〕異常時として一受診の必要な場合，出血，出血
傾向，内服薬の副作用（胃痛，倦怠感等）感染（発熱口
内炎）再発（関節痛熱発）を入れ，異常をおこしやすい
技歯，妊娠，長期の旅行は担当医の同意を得ることとす
る。
〔7〕急な出血，発熱時はとかくあわてがちであり，すぐ
に受診できない場合の応急処置をのせることにした。
　最後に，今までの項目で不足だった個別性を補う為，
”主治医より“という欄を設けその人にあった注意等を
組み入れられるようにした。
　何か不明不安な事の手助けができたらと思い病棟の電
話番号をつけ加えた。
皿　実施，結果
　考案のところでも述べたように，1人に実施した後，
推敲し次に実施という形態にした。対象は，白血病で初
回の寛解の人に実施したかったが，この研究期間中該当
者がなく，白血病で寛解中ではあるが，他疾患併発の患
者，再生不良性貧血，血少板減少性紫斑病患者5人に使
用した。
　あらかじめ主治医より，内服薬安静度等の情報を充分
にして臨み，不明不安な点はその都度質問してもらうこ
とにした。病識がありステロイド等を理解している人，
全く理解していない人，制限食のある人と，よく把握し，
その人のレベルに応じた説明の仕方を考えながら実施し
た。
　1～2日前に実施し，退院後1週間位でアンケートを
郵送してもらうか，こちらから電話し反応を把握した。
結果として，
1．応急処置が参考になった。
2．さし絵入りでわかりやすかった。
3．家事の欄，順を追ってほしかった。
4．連絡先が心強かった。
5．先生よりの欄が良かった。
6．退院後の生活に役立った。
ということであった。
N　考察
　実施時期として5例とも1～2日前になってしまった
が，1週間位前に行い反応を捕え，補足修正し再度直前
に実施した方が良かったのではないか。また，患者の個
別性を重要視しその人のニードにあったものをと考えて
いたが，患者自身のみならず家族にもした方がより環境
が把握でき，個別性を重んじられたのではなかったと思
う。情報収集の段階で，その人の病識の程度，理解力，
性格等広い方面より把握していなければその人に適した
ものができないように思われた。また患者に病名を伏せ
ている場合が多い為，やはりその人の病識と本来の疾患
とを念頭に入れ，病名を感知させぬよう援助していかな
ければならない。
　今回の実施にあたり，医師，患者，看護婦間のコンタ
クトが密になり，各々退院指導に対する意識を高めるこ
とができたように思う。今後の課題として，外来スタッ
フとの情報交換により，患者に密着した継続看護ができ
るよう情報の連携方法を考えていきたいと思う。
　実施していくうちに，退院指導の必要性，継続看護の
重要性を痛感させられた。
まだ検討余地ある退院指導ではあるが，反省した点を念
頭に，少しでも延命の方向へと役立てるよう改善してい
きたいと思う。
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パンフレット
退院なさる方へ
西館3階
　　　看護婦一同
　　　　　S57年度
”待望の御退院おめでとうございます“
長かった入院生活も今日で終り，家庭での生活に戻
られるわけですが，うれしさもあり，そしてちょっ
ぴり心配な事もあるかと思います。
簡単ですが，注意する事をいくつかあげましたので，
これからの生活の上に少しでもお役に立てて下さい。
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　。先生の指示された日に必らず通院しましょう。
　。次の来院日は　　月　　日です。
　　（保険証を持参して下さい。）
　。その他，調子悪い時は，自分の担当の先生の日でな
　　くても，通院して下さい。
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〔2〕お薬について
　。決められた通りに確実に飲む事／
　　（多少時間かずれてもかまいません。）
　o売薬は飲まないようにしましよう。
　（痛み止め，解熱剤，かぜ薬等……）
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・他の薬が飲みたい時は，担当の先生に相談してから
にして下さい。
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〔3〕安静について
　①　睡眠と休養
ぐ、
・食後1時間はできるだけ安静にしましよう。
・疲れたかな？と思ったらまず横になりましょう。
　　　。何事も無理は禁物です。
　　　・動悸，息切れを感じる運動は避けましょう。
　　②　仕事と家事
　　　。職場へ戻られるのは先生の許可をもらってから
　　　　にして下さい。
　　　・仕事の種類によっては軽いお仕事の方が良いで
　　　　しょうから，早めに先生，会社の方と相談して
　　　　考慮してもらいましょう。
　　一・主婦の方へ・一
　　　家事は御家族に協力してもらい，できるだけ分担し
　　　無理しないよう注意して下さい。
〔4〕感染を防ぐために
　　いつも清潔に心がけ，かぜをひかないようにしまし
　　よう／
　①お風呂は先生の許可をもらってから。
　　時間は短かめに，湯ざめをしないように注意する。
　②お風呂が許可されていない時
　　日中の暖かい時に熱いお湯で身体を拭きましょう。
　　（具合いの悪い時はやめて下さい。）
　　　　　　　　さんの場合は……。
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　　※歯ブラシは柔く小さめの物。（幼児用の物が良
　　　い。）
　・外出後（人ごみから帰ったら）必らずうがいをす
　　る。
　・うがい薬がでている時は，決められた通りに行な
　　う。
④肛門
　・お小水，おつうじの後は，きれいに！
　Q痔のある方は，排便後，ぬるま湯できれいに洗い
　　ましょう。
　・消毒平等も市販されていますので，職場に常備さ
　　れてはいかがでしょう。
〔5〕食事と排泄
　　バランスのとれた規則正しい食生活をしましよう。
　☆高たんぱく（血や肉をつくる。）
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☆取りすぎてはいけない物
　造血に関係のある肝臓に，負担をかけないように。
　・油を多く含んだ物
　・糖分の取りすぎに注意しましょう。
☆入院中制限食があれば指導をうけ，守るよう心がけ
　ましょう。
☆毎朝，ゆとりをもって，排便習慣をつけましょう／
　せんいの多い物を食べて，便秘しないよう注意する。
〔6）　こんな時は？？…
　・鼻血が出て止まらない。
　。発熱
　・めまい，動悸（胸がドキドキする。）
　・おつうじの後，出血，痛みがある時。
　・身体のところどころにあざができた時。
　・関節が痛くなった時。
　。胃痛，胸やけがする。
　・身体がだるい，疲れやすい。
　・口内炎ができて治りにくい。
　・生理の量：が多い時，長い時。
　・不正出血がある。
　o具合が悪くて大事な薬が飲めない時。
　すぐに受診しましょう／
また
　・抜歯したい時　　　　1
　・妊娠した時　　　　　1先生に相談しましょう。
　・長期の旅行をしたい時」
②出血
　。鼻血が出た時
　　①小さなガーゼ等を鼻につめ，目頭の所を冷やす。
　　　（つめた物はあまりとりかえない。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧②頭を少し高くして横になる。 ●
　　　　　　　　　　　　　　　一
　Q歯肉出血
　　きれいなガーゼで圧迫し，止血したらよくうがい
　　する。
　・切り傷
　　不潔にしないようにして，きれいな布（ガーゼ等）
　　をあてて止血し，消毒する。
☆なかなか止まらない時は，すぐ受診しましょう。
☆外傷，打撲しないよう，注意しましょう。
〔7〕応急処置
　◎発熱
①癒⇒
　　☆寒けを感じたら
　　　　　☆厚着をしたり，
　　　　　　毛布や布団，
C　｝V　　アンカなどを
　　　　　　利用して暖か
　　　　　　くしてくださ
　　　　　　い。
②熱を測ってみましょう。
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☆寒けがおさまったら　☆熱いタオル，または乾い
身体を冷やしましょう。　たタオルでふいて着がえ
⑤熱で水分が失なわれたので，　　　　ましょう。
　水分（番茶，白湯など）を補給しましょう。
⑥自分だけの判断で解熱剤は飲まないように／
先生より さんへ
何かわからないことがありましたら，遠慮せずにどうぞ
ご連絡下さい。
　　　　　　　　　東京医大病院西3階看護室
　　　　　　　　　TEL　03　一3　42－6111内線383
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